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５
月
23
日 

臨
時
本
会
議
が
開
か
れ
平
成
24
年
度
の
議
会
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

６
月
13
日
～
６
月
29
日 

第
二
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
活
力
あ
る
す
み
だ
」
へ
向
け
て

　
去
る
４
月
の
墨
田
区
議
会
自
由
民
主
党
の
総

会
に
お
き
ま
し
て
幹
事
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
田
中
�
友
で
す
。

　
墨
田
区
議
会
第
一
党
の
責
任
政
党
と
し

て
、
区
政
に
対
す
る
責
任
と
果
た
す
べ
き

役
割
を
十
分
自
覚
の
上
、
区
民
の
皆
様
の

声
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
的
確
に
区
政

に
反
映
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、東
京
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
連
日
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
る
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
は
、
５
月
22
日
の
開
業
か
ら
１
ヶ
月

半
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、「
東
京
ソ

ラ
マ
チ
」を
含
め
た
施
設
全
体
で
８
５
６
万

人
の
方
々
が
訪
れ
た
と
、
光
と
影
の
部
分
も

合
わ
せ
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
総
じ
て
好

調
に
推
移
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
私
た
ち
が
描
く
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
を
起
爆
剤
と
し
た「
国
際
観
光
都
市
」

づ
く
り
を
推
進
し
、
区
内
全
体
の
活
性
化
に

繋
げ
て
い
く
観
点
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
本
区
と
し
て
は
、
こ
の
好
機
を

逃
す
こ
と
な
く
、
こ
こ
数
年
が
正
念
場
と
腹

を
決
め
、
区
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
を
高
め

る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

点
を
十
分
認
識
し
、
10
年
後
、
区
民
の
皆
様

か
ら「
タ
ワ
ー
が
や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
を
重
層
的

に
展
開
し
、
全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
、
改
定
さ
れ
た
基
本
計

画
の
後
期
５
ヶ
年
の
実
質
的
初
年
度
に
当

た
り
ま
す
。

　
区
が
直
面
し
て
い
る
課
題
の
解
決
の
た

め
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か
し
た
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
は
じ
め
と

す
る
３
つ
の
優
先
的
か
つ
重
点
的
に
取
り
組

む
施
策
を
中
心
に
、
後
期
計
画
事
業
を
着
実

に
推
進
し
、「
活
力
あ
る
す
み
だ
」を
築
き
上

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
へ
の
対

応
に
、
多
額
の
経
費
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
と

い
っ
た
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
財

源
の
確
保
へ
な
お
い
っ
そ
う
の
努
力
を
す
る

と
と
も
に
、
不
断
の
行
財
政
改
革
が
今
ま
で

以
上
に
強
く
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
わ
が
会
派
は
、
全
員
野
球
を
合
言
葉
に
、

区
政
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
の
解
決
・
改

善
に
一
致
団
結
し
て
果
敢
に
取
り
組
み
、
区

民
の
皆
様
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
何
卒
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
就
任
に
あ
た
っ
て

　
私
は
、
先
の
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
区

議
会
議
長
と
い
う
要
職
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
職
責
の
重
さ

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
５
月
19
日
・
20
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
区
民
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
、
こ
れ
に
続
い
て
22
日
に
は
、
待
ち
に

待
っ
た
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
開
業
し
、「
国

際
観
光
都
市
す
み
だ
」の
旗
印
の
も
と
墨
田

観
光
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
墨
田
区
の
伝
統
工
芸
や
産
業
、
区
内
の
特

色
あ
る
店
舗
に
内
外
か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
今「
千
載
一
遇
の
好
機
」
に
、
そ
の
経

済
効
果
が
区
内
に
あ
ま
ね
く
広
が
る
よ
う
、

区
議
会
と
し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
し
て
区
民
の
皆
様
か
ら
の
期
待
に
議
会

が
十
分
に
応
え
、
互
い
に
討
議
を
重
ね
な
が

ら
も
円
滑
な
議
会
運
営
が
で
き
ま
す
よ
う
、

私
は
議
長
と
し
て
、
全
力
を
傾
注
す
る
所
存

で
す
。

　
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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区
長
に
問
う
！

１ 

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
後
の

　

 

産
業
振
興
と
観
光
振
興
に
つ
い
て

（
１
）
区
内
へ
の
観
光
回
遊
の
実
績
と

今
後
の
商
業
対
策
に
つ
い
て

（
問
）
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
開
業
は
ゴ
ー
ル

で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
い
か
に

「
ソ
ラ
マ
チ
」
か
ら
外
に
出
て
き
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
も
継
続
的
な
施
策
が
必
要
だ
。

　

①
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
か
ら
観
光
回
遊

の
現
状
分
析
と
、
②
今
後
の
商
業
対
策
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

（
答
）①
現
時
点
で
は
、
開
業
間
も
な
い
こ

と
か
ら
、
観
光
客
の
区
内
回
遊
の
実
績
や

成
果
が
顕
著
に
現
れ
る
状
況
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
②
今
後
は
、
開
業
後
の

集
客
動
向
を
見
据
え
た
商
業
展
開
に
つ

い
て
、
的
確
な
情
報
提
供
と
支
援
を
講
じ

る
。
具
体
的
に
は
、
墨
田
区
商
店
街
連
合

会
や
個
々
の
商
店
街
等
の
皆
さ
ん
と
協
議

し
、
商
店
街
等
を
め
ぐ
る
し
か
け
づ
く
り

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
２
）
３
Ｍ
運
動
と
ア
ウ
ト
オ
ブ
キ
ッ
ザ

ニ
ア
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て

（
問
）
観
光
と
産
業
の
融
合
を
図
る
た
め
、

新
た
に
始
ま
る
「
ア
ウ
ト
オ
ブ
キ
ッ
ザ
ニ

ア
」 

を
用
い
て
本
区
の
先
進
的
な
取
組
み

で
あ
る
３
Ｍ
運
動
を
強
化
す
べ
き
だ
。

（
答
）東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
等
を
見
込

み
、
観
光
客
等
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
施

設
改
修
を
す
る
場
合
に
、
そ
の
経
費
を
補

助
対
象
と
す
る
な
ど
の
事
業
を
拡
充
し
、

昨
年
度
以
上
の
参
加
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

（
３
）
観
光
振
興
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て

（
問
）
現
在
の
本
区
観
光
振
興
プ
ラ
ン
は
、

平
成
20
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
８
年

間
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
の
状

況
変
化
等
も
あ
り
、
観
光
統
計
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
、
観
光
振
興
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
は
見
直
し
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

（
答
）観
光
振
興
プ
ラ
ン
は
、
策
定
当
時
と

は
想
定
さ
れ
た
状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
修
正
が
必
要
と
思
わ

れ
る
部
分
も
あ
る
。
現
在
、
今
年
度
実
施

予
定
の
区
内
回
遊
の
状
況
調
査
の
内
容
も

含
め
て
、
分
析
作
業
を
進
め
て
い
る
。
こ

の
調
査
を
検
証
し
た
結
果
、
新
た
な
観
光

振
興
施
策
の
構
築
が
必
要
と
な
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。
検
証
結
果
を
待
っ
て
検
討

し
た
い
。

２　

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

（
１
）
不
正
受
給
撲
滅
へ
の
政
治
姿
勢
と

人
員
体
制
へ
の
所
見
に
つ
い
て

（
問
）
区
議
会
自
由
民
主
党
は
、「
真
面
目

に
働
く
者
が
馬
鹿
を
み
な
い
」
よ
う
に
、

生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
に
つ
い
て
は
厳

正
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
強
く
要
請
す

る
。
生
活
保
護
制
度
は
、
日
本
国
憲
法
25

条
に
定
め
ら
れ
た
国
民
の
当
然
の
権
利
で

あ
る
が
、
不
正
受
給
事
件
が
相
次
い
で
い

る
こ
と
や
、
財
政
負
担
が
増
加
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
生
活
保
護
制
度
に
つ
い

て
今
一
度
抜
本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

本
区
で
は
特
に
受
給
状
況
を
調
査
す

る
現
場
職
員
が
不
足
し
て
い
る
。
旧
厚
生

省
通
知
に
よ
れ
ば
、
年
２
回
以
上
の
家
庭

訪
問
、
臨
時
訪
問
を
す
る
よ
う
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
年
約
１
・
５
回
の
巡
回
状

況
（
平
成
23
年
度
）
だ
。
ま
た
、
保
護
課

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
職
員
１
名
あ
た
り
常
時

１
０
０
・
５
世
帯
を
担
当
（
本
年
４
月
１

日
現
在
）
し
て
お
り
、
社
会
福
祉
法
で
定

め
る
標
準
世
帯
80
世
帯
を
超
え
て
い
て
、

職
員
数
が
不
足
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
員

の
ス
キ
ル
向
上
も
課
題
で
人
事
異
動
の
面

で
そ
の
点
を
特
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

（
答
）
調
査
を
行
う
に
足
り
う
る
人
員
確

保
に
つ
い
て
は
、
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
所
要
数
を
満
た
す
だ

け
の
人
員
体
制
に
は
な
か
な
か
追
い
つ
い

て
お
ら
ず
、
訪
問
も
決
し
て
十
分
で
は
な

い
。
今
後
、
必
要
な
人
員
増
、
職
員
の
ス
キ

ル
向
上
に
つ
い
て
、
適
正
な
保
護
行
政
を

担
保
で
き
る
よ
う
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

（
２
）
若
年
受
給
者
へ
の
就
労
支
援
の
強

化
に
つ
い
て

（
問
）
本
区
で
は
、
高
齢
者
・
母
子
・
障

害
者
・
傷
病
世
帯
で
な
い
、
就
労
稼
働

年
齢
層
（
18
歳
以
上
64
歳
以
下
）
は
、
１
，

１
４
５
人
（
本
年
５
月
末
現
在
）
で
、
保

護
対
象
者
全
体
の
約
14
・
３
％
と
な
っ
て

い
る
。
失
業
が
長
期
に
わ
た
っ
て
は
な
ら

ず
、
就
労
支
援
の
強
化
を
求
め
る
。

（
答
）区
で
は
、
今
年
１
月
か
ら
庁
舎
内
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
相
談
室
を
設
置
し
、
若

年
の
受
給
者
を
中
心
に
保
護
申
請
直
後
か

ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
職
員
に
よ
る
直
接
的

な
就
労
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
取

組
み
に
よ
り
、
就
労
支
援
対
象
者
28
名
の

う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
８
名
が
清
掃
・
警
備

な
ど
の
就
労
に
結
び
付
い
た
。
今
後
も
、

若
年
者
を
中
心
に
、
働
く
世
代
の
経
済
的

な
自
立
支
援
を
進
め
て
い
く
。

（
３
）
医
療
扶
助
費
の
抑
制
に
つ
い
て

（
問
）
本
区
の
試
算
で
は
、
生
活
保
護
受

給
者
の
医
薬
品
を
す
べ
て
後
発
医
薬
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）
に
変
更
し
た

場
合
、
平
成
21
年
度
決
算
で
本
区
負
担

分
で
は
約
４
，
０
０
０
万
円
の
削
減
と
な

る
。
医
療
機
関
と
協
力
し
、
後
発
医
薬
品

へ
の
切
替
え
を
進
め
る
べ
き
だ
。

（
答
）
生
活
保
護
費
が
国
の
財
政
を
逼
迫

さ
せ
て
い
る
昨
今
の
状
況
に
あ
っ
て
は
、

安
全
が
確
認
さ
れ
服
用
の
効
果
が
ま
っ
た

く
異
な
ら
な
い
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

つ
い
て
は
、
医
療
機
関
に
も
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
を
勧
め
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
い

て
の
協
力
依
頼
は
必
要
で
あ
る
。

３ 

第
68
回
国
民
体
育
大
会

　

 

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
に

　

 

つ
い
て

（
問
）
未
だ
周
知
不
足
で
あ
り
、
先
行
き
が

懸
念
さ
れ
る
。
①
シ
テ
ィ
ー
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
す
る
の
は
い
つ
頃
か
。
更
に
、
②
国
体

と
す
み
だ
観
光
ま
ち
歩
き
を
考
慮
し
て
い

る
の
か
。

（
答
）①
シ
テ
ィ
ー
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
は
６
月

下
旬
か
ら
８
月
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
終
了

ま
で
実
施
す
る
。会
場
周
辺
に
、区
内
の
小

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
手
作
り
の

横
断
幕
や
の
ぼ
り
旗
を
掲
出
す
る
ほ
か
、

主
要
道
路
沿
い
に
装
飾
用
フ
ラ
ッ
グ
を
掲

出
す
る
。ま
た
、会
場
の
玄
関
口
と
な
る
Ｊ

Ｒ
錦
糸
町
駅
北
口
前
に
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
柱
を
利
用
し
た
広
告
の
実
施
も
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
②
観
光
協
会
と
調
整

し
、
参
加
選
手
や
役
員
の
方
々
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
等
を
送
付
す
る
際
に「
観
光
ま
る
得

ブ
ッ
ク
」を
同
封
し
、
大
会
当
日
に
は
、
区

の
ま
ち
歩
き
観
光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
工
夫
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
長
に
問
う
！

１ 

学
校
適
正
配
置
に
お
け
る

　

 

青
少
年
育
成
委
員
会
の

　

 

あ
り
方
に
つ
い
て

（
問
）
平
成
11
年
４
月
吾
嬬
第
三
中
学
校

と
曳
舟
中
学
校
の
統
合
に
よ
る
文
花
中
学

校
開
校
を
経
て
、
12
地
区
育
成
委
員
会
と

な
っ
た
。
①
学
校
統
廃
合
の
中
で
、
今
後

●
両
国
地
区
ま
ち
づ
く
り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て

　

早
急
に
方
針
を
決
定
し
、
区
民
に
提
示

す
る
べ
き
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
後

は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
段
階
的
に
実
施
し

て
い
く
こ
と
を
望
む
。

●
本
所
警
察
署
跡
地
に
つ
い
て

（
問
）
本
所
警
察
署
は
こ
れ
ま
で
周
辺
住

民
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
の
拠
点
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
跡
地
に

つ
い
て
は
都
税
事
務
所
の
仮
庁
舎
が
決
定

し
て
い
る
。
移
転
後
の
跡
地
に
、
交
番
等

の
設
置
の
要
望
書
も
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
墨
田
区
と
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
く
の
か
。

（
答
）
警
察
署
の
跡
地
に
交
番
の
設
置
は

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
東
京
都
に
対
し

て
、
交
番
の
併
設
も
し
く
は
単
独
施
設
と

し
て
の
設
置
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
行
い

も
１
中
学
校
１
地
区
育
成
委
員
会
と
い
う

考
え
方
で
い
く
の
か
。
②
統
廃
合
に
伴
う

補
助
金
の
あ
り
方
は
。

（
答
）
①
基
本
的
に
は
、
学
区
域
単
位
の

青
少
年
の
健
全
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
、

「
１
中
学
校
１
地
区
育
成
委
員
会
」
が
望

ま
し
い
。
し
か
し
、
育
成
委
員
会
は
地
域

の
自
主
的
な
団
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
統

合
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
や
地
域
等
で
の

話
し
合
い
を
十
分
に
尊
重
し
た
い
。
②
統

合
に
伴
う
補
助
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
育
成
委
員
会
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
等
を

踏
ま
え
て
、
経
過
措
置
な
ど
の
対
応
も
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

会
派
を
代
表
し
て
、
樋
口
敏
郎
筆
頭
副
幹
事
長
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
開
業
後
の
観
光
産
業
施
策
、
生
活
保
護
制
度
の
抜
本
的
改
革
を

中
心
に
、
来
年
の
東
京
国
体
へ
の
対
応
、
学
校
統
廃
合
に
伴
う
青
少
年
育
成
委
員
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
区
長
及
び
教
育
長
に
問
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
基
に
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
加
藤
拓
議
員
が
区
長
及
び

教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

た
い
。

●
旧
町
名
の
活
用
に
つ
い
て

（
問
）
ま
ち
歩
き
観
光
に
、
旧
町
名
の
活
用

は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
観
光
案
内
板

や
観
光
マ
ッ
プ
等
で
積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
べ
き
。

（
答
）ま
ち
歩
き
観
光
の
重
要
な
要
素
と
し

て
旧
町
名
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

当
面
は
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
や
冊
子
等
の
ソ

フ
ト
面
を
中
心
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

●
平
和
荘
跡
地
・
緑
幼
稚
園
園
舎
移
築
に

　

つ
い
て

（
問
）
す
べ
て
の
関
係
者
の
同
意
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
説
明
し
て
い
く

こ
と
を
望
む
。

　

新
園
舎
の
高
層
階
の
利
用
に
つ
い
て
、

考
え
方
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

●
区
内
循
環
バ
ス
と
都
バ
ス
墨
38
系
統
に

　

つ
い
て

（
問
）
現
行
の
循
環
バ
ス
ル
ー
ト
の
検
証

を
交
通
事
情
を
踏
ま
え
て
行
う
べ
き
。

　

墨
38
系
統
が
廃
止
の
方
向
だ
が
、
代
替

措
置
が
必
要
で
あ
る
。
区
内
の
交
通
体
系

に
つ
い
て
、
東
京
都
の
考
え
方
を
墨
田
区

と
し
て
提
示
さ
せ
る
べ
き
。
も
う
1
路
線

循
環
バ
ス
を
創
設
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
る
べ
き
。

樋口 敏郎 議員

加藤　拓 議員

代表
質問

一般
質問

【
註
】
３
Ｍ
運
動
と
は
、
と
は
、
１
９
８
５
（
昭
和

60
）
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
墨
田
区
の
産
業
Ｐ

Ｒ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
地
域
活
性
化
を
図
る

事
業
で
、
①
小
さ
な
博
物
館
運
動（M

useum

）、

②
マ
イ
ス
タ
ー
運
動
（M

eister

）、
③
工
房

シ
ョ
ッ
プ
運
動
（M

anufacturing shop

）
の

有
機
的
連
携
を
図
る
も
の
。
今
年
度
は
観
光
の

視
点
を
取
り
入
れ
、
①
職
人
の
技
術
等
を
体
感

す
る
大
人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
②
小
中
学
生

を
対
象
と
す
る
本
格
的
な
職
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
ア
ウ
ト
オ
ブ
キ
ッ
ザ
ニ
ア
」
の
２
本
立
て

の
事
業
展
開
を
図
る
。
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常任委員会　　議会に常設される委員会で、区の基本的な事項を審議します

産
業
都
市
委
員
会

今
定
例
会
に
議
論
し
た
主
な
内
容

（写真左より）中沢えみり委員、樋口敏郎委員長、坂下 修委員

商工業の振興、消費者対策、まちづくり、公園、
道路や河川などに関する事項を審議する。

●墨田区木造建築物防火・耐震化改修促進助成条例……… 可決
　向島地区の一部について「防火・耐震化改修促進区域」を指定し、
100万円を上限として改修助成を行うこととした。
　区議会自民党は、対象地域の住民に対して周知を徹底して工事を
促進するとともに、住民間に不公平がでないよう区長側に求めた。

●墨田区コミュニティ住宅条例改正……………………… 可決
　コミュニティ住宅の入居について、①道路拡幅等、都市計画道路事
業の協力者及び②木造住宅の耐震改修等の工事を行う場合の一時使
用を追加し、より広くコミュニティ住宅の利用ができるようにした。
　区議会自民党は、これにより道路拡幅や耐震改修が促進されるよ
う今後とも求めていく。

区政の総合的な計画、予算、職員・組織、広報広聴、
契約や防災・危機管理に関する事項のほか、
他の委員会に属さない事項を審議する。

戸籍、国民健康保険、国民年金、税務、地域コミュ
ニティ、文化振興、清掃・リサイクル、環境保全、
学校教育、スポーツ振興や生涯学習に関する事項
を審議する。

子育て支援、高齢者・障害者福祉、介護保険、
健康づくりや保健衛生に関する事項を審議する。

その他、特別の調査事項について審査する特別委員会が設けられている。墨田区議会には3つの委員会
が設置されており、①新タワー・観光対策特別委員会（東京スカイツリーの完成に伴い名称変更）、②都
市開発・災害対策特別委員会、③行財政改革等特別委員会がそれぞれ所管事項について審議している。

企
画
総
務
委
員
会

区
民
文
教
委
員
会

今
定
例
会
に
議
論
し
た
主
な
内
容

今
定
例
会
に
議
論
し
た
主
な
内
容

（写真左より）福田はるみ委員、沖山 仁委員長、瀧澤良仁委員、田中邦友委員

（写真左より）加藤 拓委員、西原文隆委員長、出羽邦夫委員

●補正予算………………………………………………… 可決
　3,900万円の予算（全額都支出）を追加し、スカイツリー周辺の①夜
間パトロール、②道路・河川清掃、③放置自転車対策を行うこととした。
　区議会自民党は①東武グループに一定の事業者負担を求めるべき
こと、②必要最小限のごみ箱を設置すべきことを提言した（ごみ箱に
ついては既に仮設のものが設置され提言が実現した）。

●墨田区暴力団排除条例…………………………………… 可決
　暴力団排除活動の推進を行うため、区や区民の責務等について定
めた。
　区議会自民党は祭礼や商業における暴力団排除に触れ、地域住民
が暴力団排除に伴って困惑することのないよう、行政がイニシアチ
ブをとるべきことを主張した。

●墨田区協治（ガバナンス）まちづくり推進基金について…… 報告了承
　広く個人・法人から寄付を募り、区民による自主的・主体的な取組
みに助成することを決定。「応援基金」の表示がある自販機で購入する
と、売上げの１割が設置者から寄付される。現在寄付額は80万円。
　区議会自民党は広く寄付を集めるという協治（ガバナンス）の趣旨
に反しないよう自販機以外の寄付についても努力すべきと主張した。

●放射性物質の測定・監視事業について………… 報告了承
　5月中に行った保育園・幼稚園・小中学校・公園等の285施設1,409
ポイントの測定は、基準超過箇所が7施設11ポイントだった（荒川の
一部を除いて除染済。現在国土交通省と協議中）。

福
祉
保
健
委
員
会

今
定
例
会
に
議
論
し
た
主
な
内
容

（写真左より）林 恒雄委員、山本 亨副委員長、佐藤 篤委員

●心身障害者医療助成に関する陳情…………………… 不採択
　65歳を超えて新規に障害者になった方について心身医療費助成を
するよう都に働き掛けてほしい旨の陳情を審議した。
　区議会自民党は陳情の趣旨は理解できるものの、墨田区だけで1
億3,000万円、都全体では数十億円規模の財政負担増となり、他の
高齢者との公平性が確保できないとして反対した。

●食育推進計画について……………………………… 報告了承
　「手間かけてみんながつながるすみだの食育」をスローガンに、新
たな食育推進計画が策定された。
　区議会自民党は放射線対策をきっかけにして、食への関心が高まっ
ていることから、放射線対策を通じた身近な食育の実践を提言した。
また医療費削減についての視点が欠けていることから、この点を挿
入すべきだと主張した（次期改訂で挿入する旨の答弁があった）。

特別委員会
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●
企
画
総
務
委
員
会
委
員

●
都
市
開
発
・
災
害
対
策

　
特
別
委
員
会
委
員

墨
田
５
‐
33
‐
４

☎
３
6
1
1
‐
4
0
0
3 瀧澤　良仁

●
新
タ
ワ
ー・
観
光
対
策

　
特
別
委
員
会
委
員
長

●
産
業
都
市
委
員
会
委
員

向
島
３
‐
18
‐
10

☎
3
6
２
５
‐
１
8
１
0 坂下　修

●
福
祉
保
健
委
員
会
委
員

●
行
財
政
改
革
等

　
特
別
委
員
会
委
員

江
東
橋
１
‐
８
‐
７

☎
3
6
3
1
‐
1
9
3
4 林　恒雄

●
産
業
都
市
委
員
会
委
員
長

●
都
市
開
発
・
災
害
対
策

　
特
別
委
員
会
委
員

●
議
会
運
営
委
員
会
委
員

八
広
３
‐
６
‐
３

☎
3
6
1
7
‐
4
1
2
9 樋口　敏郎

●
産
業
都
市
委
員
会
委
員

●
都
市
開
発
・
災
害
対
策

　
特
別
委
員
会
委
員

●
議
会
運
営
委
員
会
委
員

堤
通
１
‐
５
‐
９

☎
0
8
0
‐
5
0
0
8
‐
9
9
3
0 中沢えみり

●
福
祉
保
健
委
員
会
委
員

●
行
財
政
改
革
等

　
特
別
委
員
会
委
員

京
島
３
‐
18
‐
４

☎
0
9
0
‐
8
5
6
7
‐
8
2
9
3

佐藤　篤

●
区
民
文
教
委
員
会
委
員

●
都
市
開
発
・
災
害
対
策

　
特
別
委
員
会
委
員

緑
１
‐
12
‐
13
‐
３
０
１

☎
0
5
0
‐
1
3
3
4
‐
9
6
4
0 加藤　拓

●
企
画
総
務
委
員
会
委
員

●
新
タ
ワ
ー・
観
光
対
策

　
特
別
委
員
会
委
員

業
平
４
‐
５
‐
16

☎
3
6
2
5
‐
8
1
3
9 福田はるみ

●
福
祉
保
健
委
員
会
副
委
員
長

●
行
財
政
改
革
等

　
特
別
委
員
会
委
員

●
議
会
運
営
委
員
会
委
員

向
島
５
‐
42
‐
３

☎
3
6
2
2
‐
0
0
1
0 山本　亨

●
墨
田
区
議
会
議
長

●
区
民
文
教
委
員
会
委
員

●
行
財
政
改
革
等

　
特
別
委
員
会
委
員

八
広
４
‐
11
‐
19

☎
3
6
1
6
‐
5
8
３
４ 出羽　邦夫

●
企
画
総
務
委
員
会
委
員

●
新
タ
ワ
ー・
観
光
対
策

　
特
別
委
員
会
委
員

●
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

八
広
１
‐
39
‐
17

☎
3
6
1
6
‐
7
0
1
4 田中　邦友

●
企
画
総
務
委
員
会
委
員
長

●
新
タ
ワ
ー・
観
光
対
策

　
特
別
委
員
会
委
員

京
島
１
‐
39
‐
１
‐
９
１
８

☎
3
6
1
6
‐
1
0
5
0 沖山　仁

●
区
民
文
教
委
員
会
委
員
長

●
新
タ
ワ
ー・
観
光
対
策

　
特
別
委
員
会
委
員

押
上
１
‐
25
‐
５

☎
３
6
2
2
‐
9
5
7
0 西原　文隆

す
み
だ
自
民
党

議
員
紹
介

墨
田
区
議
会
自
由
民
主

党
の
所
属
議
員
で
す
。

新
し
い
時
代
の
す
み
だ

づ
く
り
に
全
力
投
球
し

ま
す
。

墨田区議会自由民主党
http://jimin-sumida.jp/

お気軽にご意見を
　　　お寄せください。

行動します！ We Take ACTION!!

〈墨田区議会永年在職表彰決議〉
出羽邦夫議員 全国市議会議長会永年在職25年表彰
　出羽邦夫議員が区議会在職25年を迎えたことに伴い、５月23日の臨時会において
永年在職議員の表彰決議を議決し、区政に対する永年の功績をたたえました。
　同時に、出羽邦夫議員は全国市議会議長会の永年在職25年表彰を受賞しました。
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